
第３回富田林市こどもの権利に関する条例検討委員会  

ワークショップ実施概要 

１ 概要説明 

〇目的：第３回富田林市こどもの権利に関する条例検討委員会において、重点議題である「こどもの権

利条例の理念」及び「こどもの定義」について、十分な意見交換を行った上で検討を図る必要

があることから、全体的な会議形式ではなく、「検討したい内容」で集まった委員同士で自由

な意見交換を行うグループワークによるワークショップを実施する。 

○時間  ：概ね 60分 

○実 施 テ ー マ：「こどもの権利条例の理念」「こどもの定義」 

○実 施 手 法：ワークショップ 

 

２ ワークショップタイムスケジュール   

 

  

項目 実 施 項 目 

【ワークショップについて】  

19：50～（約１０分） 

〇ワークショップ開始のあいさつ（岡島先生） 

〇「子どもにやさしいまち」について（岡島先生） 

【ワークショップの概要説明】 

20：00分頃(約 10分) 

〇ワークショップの進め方について（ジャパン総研） 

○「こどもの権利条例の理念」と「こどもの定義」で班分け 

【ワークショップ】  

20：１０分頃(約 3０分) 

・「こどもの権利条例の理念」と「こどもの定義」に分かれて、それぞれの議題に

沿って意見交換を行う 

「こどもの権利条例の理念」グループ

の議題（案） 

 

○みなさんが考える「こどもの権利条

例」の目的は？ 

○理念を考えるうえで、 

「こどもの権利条例」の大切なキーワ

ードはなにか？ 

 

「こどもの定義」グループの議題（案） 

 

 

○こども像の共有 
（「こどもとは」「声をあげにくいこどもとは」 

「こどもの範囲は」「こども・子育てに関わる当事

者とは」） 

○こどもの定義 

○こどもの表記について 

【共有】 

20：4０頃(約 1５分) 

〇「こどもの権利条例の理念」と「こどもの定義」でそれぞれ議題に対する意見

を共有 
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３ ワークショップの流れ 

 

＜配置＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ まとめイメージ 

グループごとに下記「まとめシート」を用意し、記載していただきます。テーブルの模造紙にも同

じものを配置します。次回、この内容を集約した各テーマに対する事務局案を提示する。 
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オープニングは机の周りに、

参加者全員の顔が見える

ように座っていただく 

D C 

・・・ 

  

オープニング 

Ａ 
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テーマ（議題）を参加者

に説明し、語り合いたいテ

ーマで集まる 

参加者は参加したい

議題（テーマ）参加

する。 

※人数が均一とは限

らない 

A 

セッション 

「こどもの定義」グループ 「こどもの権利条例の理念」グループ 

みなさんが考える「こどもの権利条例」の目的は？ 

理念を考えるうえで、 

「こどもの権利条例」の大切なキーワードはなにか？ 

こども像の共有 

こどもの定義 こどもの表記について 

（「こども」とは） （「声をあげにくいこどもとは」） 

（「こども・子育てに関わる当事者とは」） 

※「まとめシート」はイメージ 

（「こどもの範囲」は） 


